
地（知）の拠点整備事業 事例報告 

平成2５年度 「地（知）の拠点整備事業」 選定取組 

 東京国際大学 

  「小江戸まちおこし」グローカル人財育成のための 
       地域連携型教育研究拠点づくり 

1 



小江戸川越とは 埼玉県川越市 
・江戸時代、川越の地は新河岸川の
舟運により物資を供給し、江戸と交流
が深かったため「江戸の台所（母）」と
呼ばれ栄えた。 
 
・江戸情緒を残す蔵づくりの町並みと
江戸天下祭の影響を受けた山車祭が
あることから「小江戸」として親しまれ
ている。 
 
・現在、観光では「蔵づくりの町並み」
や毎年秋に催される「川越祭り」が有
名である。 
 
・観光入込客数 年間650万人（2014年）   

 うち川越祭り100万人 
 
川越市 認知度（県内／全国）：5位／146位（2013年） 

川越市 魅力度（県内／全国）：1位／218位（2013年） 

 
※1000市区町村における順位および４７都道府県による順位 
引用：ブランド総合研究所『第8回地域ブランド調査2013』 

 

写真：川越祭りの様子 
一番街 蔵づくり通りを山車が行き交う 

面積：109.16km² 
人口：349,366人 
（2015年2月1日現在） 
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川越市の観光客数の推移 と 目標 

ＮＨＫ大河ドラマ「春日の局」 
菓子屋横丁の歴道整備開始 

川越駅東口 再開発完成 

ＮＨＫ朝ドラ「つばさ」 

市制中核都市に移行 
（政令指定都市に準じた都市） 
 

東京国際大学 
「現代GPプロジェクト」採択 
 ・川越英語ボランティアガイド 
 ・小江戸川越探検隊 
 ・小江戸おもてなし講座 

東京オリンピック開催 
川越 観光客数１,０００万人達成！ 
 ・ゴルフ競技の開催地 

東京国際大学 
「地（知）の拠点整備事業」採択 
 

一番街 歩道歴道整備 

一番街 電柱の地中化 

伝統的建造物群保存地区決定 
（歴史的な町並みの保存を図る目的） 
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事業の概要・目的 
 

地域おこしの担い手となる「グローカル人財」の育成 
地域の課題解決を学び、グローバルフィールドで活躍できる学生を育てる 

＜本学の教育理念＝真の国際人の養成＞ 

 
A. 「観光まちおこし」 
観光振興とまちおこし 

B. 「小江戸かわごえ」グローバル化 
地域の魅力を国内外に発信 

C. 「まちおこし人財」の育成 
 地域貢献活動等を通じたリーダーの育成 

 
 

アクティブ・ラーニングとPBL型の授業 
“CPW; Community Project Workshop”を中心に展開 

 
川越まちおこしワークショップ（KCD)による自治体/民間との連携   

目的 

具体的事業 

教育 

地域連携 
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１年 ２年 ３年 ４年 学年 

CPW指定 
科目群 

②各学部の専門性を反映した地域志向の授業科目 
①必修ゼミ・演習 
地域志向・アクティブ

ラーニング 

地域連携教育
分野（科目群） 

③CPW 基礎１,２,３ 
 全学部選択科目 

 CPW A,B,C 
全学部選択科目 

 

STEP UP! 

教育の概要 
目 的 グローカル人財の育成 

方 法 3段階の学修の仕組みを構築    
① 必修ゼミ・演習（1年次) 地域志向教育を取り入れ 

② 地域志向の専門科目 各学部の専門性を活かして設置 

③ CPW基礎 1,2,3 CPW A,B,C COC事業の中心科目（詳細次頁） 
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地域志向カリキュラムの特徴 

 

 

 

 

地域連携教育分野6科目 
 COC事業の中心科目/全学部・全学年で履修可能 

・ CPW基礎1 川越地域学入門  ・ CPW A 観光振興とまちおこし 

・ CPW基礎２ 川越地域開発論  ・ CPW B 地域の魅力を内外に発信 

・ CPW基礎３ 川越地域のグローバル化 ・ CPW C まちおこし人財育成 

 JTB関東グループから観光とまちおこしのプロを講師に招聘 

 アクティブラーニング及びPBL型の授業をグループワーク中心に展開 

 事前研修によるチームビルディングとモチベーションアップを実施 

 期毎に自治体・民間関係者を呼んで全員参加の成果発表会を開催 

CPW指定科目   
• 1年次のゼミ・演習（全員必修科目） 

 対象教員にFDとフォローアップを実施 

• 各学部固有の地域志向専門科目 

 全5学部、それぞれ10科目前後設置 
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人材育成の取組 １ 

 
本学の教育理念＝「真の国際人の養成」 

 

具体的にCOC事業では・・・、 

自国、自地域の社会、文化並びに課題を正しく
理解し、それらを自分の言葉でグローバルに発
信し、相互理解と課題解決ができる、バランスの
とれた 「グローカル人財を育成する」。 
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人材育成の取組 ２ 

 
 「グローカル人財の育成」に最適なカリキュラム① 

 
CPW基礎1,2,3と1年次ゼミ・演習で地域を基礎から習得 

 域外出身者にも「川越」を基礎からわかりやすく講義 

 合わせて地域問題や地域開発の基礎を習得 

 

CPW履修生向けの事前研修により学生のやる気を引き出す 

 チームビルディングと自己分析により全員が気力充実 

 例）「自己に対する自信」が研修前後で17%⇒54%に上昇 
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人材育成の取組 ３ 

 
 「グローカル人財の育成」に最適なカリキュラム② 

 

CPW A,B,Cでアイデアをゼロから企画にするプロセスを学ぶ 

アクティブラーニングで全員が知力をフル回転させる 

共同作業は全員が汗を流して役割を果たす必要あり 

現場で地域の様々な声に接し自分たちの仮説を検証 

学修成果発表会は必ず全員による分担での発表 

地域のプロからも評価や質問を受けさらにレベルアップ 
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人材育成の取組 ４ 

 
 「グローカル人財の育成」に最適なカリキュラム③ 
 

これまでの成果を振り返って； 

アクティブラーニング/PBL型授業の威力を改めて認識 

 基礎を学び自ら課題設定することで知的探究心を覚醒 

 ひとりひとりの学生が自らの持ち味を惜しみなく提供し協力し合う
ことにより、はじめて目的が達成されることを体得 

 自分でも気がついていなかった自己の能力や持ち味を、他の学
生とのグループワークにより初めて認識。自己のキャリア形成に
も重要な経験となっている。 
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これまでの成果 １ 
 事例１ 

「CPW (Community Project Workshop) A」 
 

「観光まちおこし」 

  目的：地域商業・産業・経済の活性化 

  方法：アクティブ・ラーニングによる主体的な学びの授業 

  

学生考案「まちおこし企画」 

  外部評価者を招いて 

   プレゼンテーション実施 
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これまでの成果 ２ 
 事例２ 

「CPW (Community Project Workshop) B」 
 

目的 : 「小江戸かわごえ」グローバル化推進 

方法 : 川越の魅力を国内外に発信 

     地域内での国際交流の促進 

     Web、リーフレット、動画配信など、実際のメディアを活用 

         した情報発信型の授業 
 

 学生たちが街を歩き、パンフレット制作、 

街の魅力をストーリー仕立ての15秒CMで 

表現するなど成果物は市内施設でも利用 
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Discover KAWAGOE 
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川越観光15秒CM 動画紹介 

Youtube 「川越CMチャンネル」にて全５話（＃１～５）公開中 

URLはこちら 

http://m.youtube.com/channel/UC5wO-DwTrgWTHwV6jVbxyQg 



これまでの成果 ３ 
 事例３ 

「CPW (Community Project Workshop) C」 
 

目的：地域の「まちおこし」を担い、主体的に活動できる 
    グローカル人財を育成 
方法：地域貢献活動（子どもの学習支援、スポーツ支援、 
    地元企業支援等の活動など）を通して授業を展開 
 

  本学の留学生とともに、近隣の小学生が日本の文化や昔な 
がらの遊びを体験するイベントを学生が企画運営 
 
 ・国際交流イベント 
   「川越ふれあい広場」当日の様子 
           平成２６年１１月２３日（日） 
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地域活性化の気づきから世界へ 

 

東京国際大学 
人間社会学部 1年生  

勝俣 徹哉 

私はCPWを通じて地域活性化とは何かと考えました。その地域には何

をアピールしたらいいのかをグループで考え、最善の方法を模索します。

授業の仲間から拍手や労いの言葉をかけられると、苦労も吹き飛び、

達成感に満ち溢れます。CPWは、世界に通じる幅広い考え方や思考を

養え、地域活性化の重要性を再認識させてくれます。 

 

17 



地域貢献の仕組み 

KCD 川越まちおこしワークショップ 
大学（学生及び教職員等）、自治体（関連部署・外部機関等）、民間
（企業・NPO・研究機関等）の3者による連携・協働 
 

SCC  地域連携研究会 
「まちおこし」や地域活性化に関する研究 
の深化と充実を図る研究会 
 

CCM 地域連携ミーティング 
地域の専門家並びに本学及び他大学・ 
研究機関等からの専門家が広く結集し、 
多様な観点からの研究を行う場 
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地域貢献事例 1 

川越市「おもてなし講座（英語）」への支援 

   平成26年10月～12月 計9回開催 

2020年オリンピック開催を控え、川越市役所が職員向け開催した
英語講座のティーチング・アシスタントを全て本学の留学生が担当
し好評を博した。 
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地域貢献事例 2 

「おもてなし地域貢献講座」開催 
    平成26年11月29日（土） 

川越市政策財政部オリンピック大会準備室との共催 

川越市職員、市内飲食店主、本学教職員・学生等が受講。 

豊富な実例紹介とロール・プレイを盛り込んだ、実践的かつ感動
的な内容で受講者から好評を博した。 
 

 

                講師 江上いずみ先生  

         ㈱グローバルマナースプリング代表 
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当日の様子  おもてなし地域貢献講座 

お客様にお茶を運ぶロールプレイ グローバルな挨拶と握手のロールプレイ 
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ＣＰＷを通して 

人財育成 

人財育成として 

得られたノウハウ 

能力を生かして 

地域課題の解決 
観光まちおこし 

企画力 

実行力 

課題発見力 

来年度に向けて 

「人財育成」で上がりつつある成果を踏まえ、 
「観光まちおこし」と「グローバル化」について 
KCD（川越まちおこしワークショップ）を通じた 
地域貢献モデルの構築を図る、 
飛躍の年としたい。 
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